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定 例 会定 例 会

熱川中学校への進入路整備設計1Pickup

　町はＲ11年度に中学校の
先行統合、Ｒ14年度に幼小
中高一貫的教育校の開校を目
指して現在整備を進めていま
す。（進入路は２車線道路を
予定）

2,156万円

　　　第２回第２回
定例会定例会
定例会のの
あらましあらまし

一般会計補正予算他を可決

子どものための 予算をさらに拡充
　令和８年第２回定例会を６月９日から10日までの
問２件などを審議した結果、全て原案通り可決しまし

２日間の会期で開催し、議案３件・専決承認４件・同意案２件・諮
た。また一般質問には５人の議員が登壇しました。

　よりみち135に不登校児童生徒の居
場所が開設し、家庭以外にも安心して
過ごせる居場所を提供し、一歩踏み出
すきっかけとなるよう支えます。

不登校児童生徒の居場所が開設します。2NEWS

　国は小学校給食費を
無償化するため一人あ
たり月5,200円を補助
します。

（現在、東伊豆町の小
学校給食費は保護者負
担が月額3,930円で実
費5,749円との差額は
町が補助しています。）

1,420万円
小学校給食費を無償化2Pickup

　今後、食材費の値上がり等があっても町が助成し保護者が
負担することのないよう、内容の質を下げずに安心安全なお
いしい給食を提供します。

 早い時期（年少さんの１学年下）から集
団生活を経験し、健やかな成長を支援しま
す。
通園バス利用・保育料給食費無償。誕生日
の２か月前から受付けます。

９月から満３歳児保育が始まります！1NEWS
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議 案 審 議一 般 質 問

一般質問
議員が町の行財政全般にわたって執行機関に
疑問点をただし、所信の表明をもとめること。

過去最低の投票率

Ｑ

Ａ
28年ぶりの三つどもえ戦となったが
町政運営や政策に対し評価、信任をいただいたと受け止めている

　
　
注
目
度
の
高
い
選
挙
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
投
票
率
は

過
去
最
低
と
な
っ
た
結
果
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
町
の
将
来
像
や
方
向
性
を
比

較
す
る
議
論
が
十
分
に
深
ま
っ
た

と
は
言
え
な
い
が
地
方
自
治
の
根

幹
に
関
わ
る
重
要
な
課
題
と
し
て

重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

　
　
継
続
か
変
革
か
を
問
わ
れ
た

選
挙
で
あ
っ
た
と
思
う
が
一
定
数

を
確
保
し
た
こ
と
は
、
信
任
さ
れ

た
と
の
認
識
か
。

　
　
今
回
の
選
挙
は
二
者
択
一
で

捉
え
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
私
自

身
、
新
た
な
発
想
と
手
法
を
取
り

入
れ
な
が
ら
町
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
２
，
７
７
９
票
の
支

持
は
そ
の
方
向
性
と
今
後
も
課
題

解
決
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
い

う
期
待
を
込
め
た
信
任
で
あ
っ
た

と
受
け
止
め
て
い
る
。

　
　
こ
こ
２
年
間
管
理
職
を
含
む

多
く
の
職
員
が
退
職
し
た
が
、
そ

の
原
因
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
、

課
題
を
ど
う
改
善
し
て
い
く
の
か
。

　
　
退
職
の
要
因
は
構
造
的
な
課

題
を
は
じ
め
と
す
る
複
数
の
要
因

が
重
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
職

員
が
や
り
が
い
を
持
っ
て
働
き
続

け
ら
れ
る
組
織
づ
く
り
と
、
持
続

可
能
な
行
政
運
営
の
実
現
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
町
長
が
ど
の
よ
う
な
人
物
か

分
か
ら
な
い
と
の
声
を
聞
く
が
。

　
　
対
話
と
周
知
を
重
視
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
。
広
報
紙
で
の
町

政
報
告
や
コ
ラ
ム
の
掲
載
、
町
長

と
語
ろ
う
ま
ち
づ
く
り
の
会
を
各

地
で
開
催
す
る
と
と
も
に
、
各
種

団
体
や
地
域
の
集
会
、
伝
統
行
事

に
も
参
加
し
、
多
く
の
方
の
皆
様

と
お
話
を
す
る
機
会
も
持
つ
よ
う

に
努
め
て
き
た
が
、
十
分
に
浸
透

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
真
摯
に

受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

第２回定例会の議案と各議員の 賛 否 〇  賛成　×  反対

※議長は採決に加わらない　

第２回定例会　議案名 採決結果
山
田
豪
彦

楠
山
節
雄

笠
井
政
明

稲
葉
義
仁

栗
原
京
子

西
塚
孝
男

村
木　

脩

内
山
愼
一

定
居
利
子

山
田
直
志

条例の一部改正等

専決承認第２号　町立学校給食センター設置及び管理に関す　
　　　　　　　　る条例の一部改正 可決（９：０） 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇

専決承認第４号　税賦課徴収条例の一部改正 可決（９：０） 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇

専決承認第５号　国民健康保険税条例の一部を改正 可決（９：０） 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇

議案第30号　水道事業の設置に関する条例の一部を改正 可決（９：０） 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇

補　正　予　算

専決承認第３号　令和８年度一般会計補正予算（第１号） 可決（９：０） 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇

議案第31号　令和８年度一般会計補正予算（第２号） 可決（９：０） 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇

議案第32号　令和８年度介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決（９：０） 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇

同意書・諮　問

同意案第１号　固定資産評価員の選任 可決（９：０） 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇

同意案第２号　固定資産評価審査委員会委員の選任 可決（９：０） 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇

諮問第１号　人権擁護委員候補者の推薦 可決（９：０） 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇

諮問第 2 号　人権擁護委員候補者の推薦 可決（９：０） 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇

※

楠
くす

山
やま

　節
せつ

雄
お

議員

第 ２ 回 定 例 会第 ２ 回 定 例 会

一 般 質 問 一 般 質 問 

楠楠  

山
　
節

山
　
節  

雄
　
議
員

雄
　
議
員

　
■
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　
■
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　
■
物
価
高
等
対
策
給
付
金
に
つ
い
て

　
■
物
価
高
等
対
策
給
付
金
に
つ
い
て

　
■
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

　
■
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

笠笠  

井
　
政

井
　
政  

明明    
    

議
員
議
員

　
■
地
域
猫
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
■
地
域
猫
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
■
職
員
採
用
及
び

　
■
職
員
採
用
及
び

　
　
行
政
Ａ
Ｉ
導
入
に
よ
る
人
材
確
保
に
つ
い
て

　
　
行
政
Ａ
Ｉ
導
入
に
よ
る
人
材
確
保
に
つ
い
て

山山  

田
　
直

田
　
直  

志志  

　
議
員

　
議
員

　
■
保
護
者
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て

　
■
保
護
者
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て

　
■
東
伊
豆
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
等
の
存
続
に
つ
い
て

　
■
東
伊
豆
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
等
の
存
続
に
つ
い
て

山山  

田
　
豪

田
　
豪  

彦彦      

議
員
議
員

　
■
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
■
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
■
熊
対
策
に
つ
い
て

　
■
熊
対
策
に
つ
い
て

西西  

塚
　
孝

塚
　
孝  

男
　
議
員

男
　
議
員

　
■
高
校
生
を
持
つ
家
庭
へ
の
補
助
に
つ
い
て

　
■
高
校
生
を
持
つ
家
庭
へ
の
補
助
に
つ
い
て

東伊豆町議会 YouTube
チャンネル

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ
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一 般 質 問ここが聞きたいここが聞きたいここが聞きたいここが聞きたい

Ｑ

Ａ
町民の声をどう受け止めるか
町民の声に真摯に耳を傾ける

Ｑ

Ａ
地域猫活動の制度化に向けた方針は
先進事例を調査し制度化を目指す

地域猫活動は増やさない
ための活動

成長につれ
お金がかかる

Ｑ

Ａ
高校生を持つ家庭へ補助は
財政を考えて検討してみたい

ふるさと納税で
地域の活性化

Ｑ

Ａ
直近４年間のふるさと納税額の合計は
４年間の累計は約21億5,000万円

　
　
取
り
組
み
に
よ
り
新
た
な

商
品
は
生
ま
れ
た
か
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
記
念
品
開

発
等
支
援
補
助
金
を
創
設
し
、
令

和
７
年
度
ま
で
は
補
助
率
が
２

／
３
、
上
限
50
万
円
、
８
年
度
は

補
助
率
が
１
／
２
、
上
限
30
万

円
で
継
続
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
事
業
者
へ
の
商
品
開
発
支

援
を
進
め
た
結
果
、
返
礼
品
数

は
４
年
間
で
約
３
倍
と
な
っ
た
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
係
が
力
を

い
れ
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
。

　
　
現
地
決
済
型
ふ
る
さ
と
納

税
や
後
払
い
型
ふ
る
さ
と
納
税

な
ど
多
様
な
手
法
の
導
入
を
進

め
て
い
る
。
又
、
地
域
資
源
の

付
加
価
値
向
上
と
魅
力
あ
る
商

品
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
返

礼
品
の
充
実
と
地
域
産
業
の
活

性
化
の
両
立
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
他
の
市
町
と
の
差
別
化
な

ど
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

か
。

　
　
寄
付
者
の
２
割
を
リ
ピ
ー

タ
ー
が
占
め
、
平
均
10
万
円
の

寄
付
が
年
間
１
，
０
０
０
件
以

上
あ
る
こ
と
は
当
町
の
強
み
で

あ
る
。
リ
ピ
ー
タ
ー
対
策
を
強

化
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ

な
げ
て
地
域
経
済
全
体
の
活
性

化
へ
と
結
び
つ
け
る
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
は

様
々
な
事
業
に
活
用
さ
れ
て
い

る
が
町
民
や
寄
付
者
に
わ
か
り

や
す
い
車
両
購
入
な
ど
の
事
業

に
活
用
し
て
は
。

　
　
基
金
が
ど
の
よ
う
な
形
で

町
民
生
活
の
維
持
向
上
に
役

立
っ
て
い
る
か
を
わ
か
り
や
す

く
示
す
こ
と
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
継
続
的
な
発
展
に
不
可
欠
。

効
果
を
実
感
し
や
す
い
事
業
等

に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
投
入
で

き
る
か
、
今
後
前
向
き
か
つ
具

体
的
に
検
討
を
進
め
る
。

山
やま

田
だ

　豪
ひで

彦
ひこ

議員

　
　
こ
の
質
問
は
令
和
５
年

３
月
に
も
し
た
が
、
そ
れ
か

ら
３
年
が
経
ち
物
価
高
が
生

活
苦
を
生
ん
で
い
る
中
、
一

番
お
金
が
か
か
る
高
校
生
の

い
る
家
庭
を
助
け
る
た
め
に
、

例
え
ば
通
学
費
の
補
助
を
す

る
考
え
は
。

　
　
高
校
生
世
代
へ
の
支
援

に
つ
い
て
は
様
々
な
角
度
か

ら
検
討
を
進
め
て
き
た
。
課
題

と
な
る
の
が
公
平
性
で
あ
り
、

単
に
通
学
費
を
補
助
す
る
場

合
、
徒
歩
や
自
転
車
で
地
元
高

校
に
通
学
す
る
生
徒
に
は
直

接
的
な
支
援
が
及
ば
ず
、
不
公

平
感
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
町
外
へ
の
通
学
の
み

を
対
象
と
し
た
支
援
に
つ
い

て
は
、
そ
の
影
響
も
含
め
て

慎
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

一
方
、
物
価
高
騰
が
家
計
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、
何
ら

か
の
形
で
対
応
を
図
る
必
要

が
あ
る
の
で
、
町
内
外
を
問
わ

ず
高
校
へ
進
学
す
る
生
徒
を

幅
広
く
支
援
で
き
る
制
度
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

検
討
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
制
度
化
に
あ
た
っ
て

は
、
支
援
内
容
対
象
の
範
囲
、

さ
ら
に
財
政
負
担
の
バ
ラ
ン

ス
に
つ
い
て
精
査
が
必
要
だ

と
も
思
っ
て
い
る
の
で
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
子
育
て
支
援
を
進
め
て

い
る
が
、
移
住
し
て
き
た
若

者
も
高
校
生
世
帯
へ
の
支
援

が
あ
れ
ば
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
に
な
る
と
思
う
と
言
っ

て
い
る
が
。

　
　
町
と
し
て
は
前
向
き
に

考
え
て
い
き
た
い
。

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

　
　
町
長
は
選
挙
の
結
果
を

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い

る
か
。
勝
利
で
き
た
要
因
と
苦

戦
し
た
要
因
は
何
だ
と
考
え

る
か
。
ま
た
、
町
民
、
職
員

と
の
関
わ
り
方
で
、
見
直
し
、

改
善
す
る
と
こ
ろ
は
。

　
　
今
回
の
選
挙
で
は
期
待

の
声
も
多
く
い
た
だ
い
た
一

方
、
様
々
な
ご
意
見
や
議
論
が

あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、

決
し
て
容
易
な
選
挙
戦
で
は

な
か
っ
た
。
二
人
の
候
補
者
に

は
２
，
３
０
０
を
超
え
る
票
が

投
じ
ら
れ
て
お
り
、
決
し
て

軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。
考
え
方
や
施
策
の

全
て
が
無
条
件
に
認
め
ら
れ

山
やま

田
だ

　直
なお

志
し

議員

　
　
野
良
猫
に
よ
る
被
害
の

現
状
と
、町
の
把
握
状
況
は
。

　
　
苦
情
・
相
談
は
年
間
約

20
件
で
あ
り
、
糞
尿
被
害
・

鳴
き
声・ゴ
ミ
散
乱
の
ほ
か
、

無
責
任
な
エ
サ
や
り
行
為
に

関
す
る
も
の
が
多
い
。
必
要

に
応
じ
て
県
職
員
と
連
携

し
、
現
地
で
指
導
・
助
言
を

行
っ
て
い
る
。

　
　
不
妊
去
勢
手
術
補
助
金

の
利
用
実
績
と
活
動
者
の
状

況
は
。

　
　
利
用
実
績
は
令
和
５
年

度
31
件
、
６
年
度
22
件
、
７

年
度
26
件
で
あ
る
。
町
内
の

活
動
者
は
個
人
４
名
に
と
ど

ま
り
、
組
織
的
に
活
動
す
る

団
体
は
現
時
点
で
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い
。

　
　「
さ
く
ら
猫
無
料
不
妊

手
術
事
業（
行
政
枠
）」へ
の

登
録
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

　
　
現
在
は
未
登
録
だ
が
、

活
用
条
件
等
を
十
分
に
調
査

し
た
上
で
、
有
効
と
判
断
さ

れ
れ
ば
導
入
を
検
討
す
る
。

な
お
、
県
で
も
令
和
８
年
度

か
ら
同
様
の
事
業
が
開
始
予

定
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
活
用

を
検
討
す
る
。

　
　
地
域
猫
活
動
の
制
度

化
・
ル
ー
ル
整
備
に
向
け
た

取
組
は
。

　
　
エ
サ
や
り
行
為
は
禁
止

で
き
な
い
も
の
の
、
無
責
任

な
エ
サ
や
り
が
生
活
環
境
の

悪
化
を
招
い
て
い
る
実
態
は

課
題
と
し
て
重
く
受
け
止
め

て
い
る
。
今
後
は
、
調
査
・

研
究
を
進
め
、
将
来
的
な
制

度
化
を
視
野
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

た
と
は
考
え
て
い
な
い
の
で
、

他
の
候
補
者
を
支
持
さ
れ
た

方
々
な
ど
の
声
に
も
真
摯
に

耳
を
傾
け
て
い
き
た
い
。
信
任

の
要
因
は
、
財
源
確
保
の
た
め

の
ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充
や

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
な
ど

暮
ら
し
に
直
結
す
る
具
体
的

な
成
果
や
、
学
校
統
合
等
、
賛

否
が
分
か
れ
る
こ
と
も
先
送

り
せ
ず
に
向
き
合
っ
て
き
た

こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
と

受
け
止
め
て
い
る
。
一
方
で
厳

し
い
選
挙
戦
と
な
っ
た
要
因
、

い
わ
ゆ
る
反
省
点
に
つ
い
て

は
、
新
し
い
取
り
組
み
や
改
革

の
必
要
性
、
そ
の
背
景
に
あ
る

考
え
方
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆

様
に
十
分
行
き
届
い
て
い
な

い
こ
と
が
あ
る
と
総
括
し
て

い
る
。
職
員
と
の
関
わ
り
方
に

つ
い
て
は
、
職
員
が
畏
縮
す
る

こ
と
な
く
現
場
の
声
を
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
で
提
案
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た

い
。
私
自
身
が
現
場
の
職
員
と

一
緒
に
考
え
、
悩
み
、
伴
走
型

の
進
め
方
を
取
り
入
れ
る
。

笠
かさ

井
い

　政
まさ

明
あき

議員

西
にし

塚
づか

　孝
たか

男
お

議員

ＱＡＱＡ
　

ＱＡ
　

ＱＡ
　

答弁に立つ岩井町長

ＱＡ

ＱＡ
　

ＱＡ
　

ＱＡ
　

ＱＡ
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議会改革特別委員会

　地方分権の進展に伴い、議会の立法機能・監視機能の重要
性はますます高まっています。

立法機能・監視機能の強化4Pickup

　令和８年度を目途に「東伊豆町議会広報発行に関する規
程」を改廃し、広報広聴活動全体を包含した規程へ改正・根
拠を明確化

議会改革特別委員会  最終報告書を提出

今 後 の 方 向 性 を と り ま と め
　議会改革特別委員会は、令和５年６月の設置以来３年にわたる調査・
の適正化に加え、広報広聴活動の充実・DX推進・立法監視機能の強化

協議の成果を報告書としてまとめました。議員定数の維持、議員報酬
など「町民に開かれた議会」の実現に向け取り組んでまいります。

広報・広聴活動の充実2Pickup議員報酬の今後の方向性1Pickup

　今回の改定により報酬水準の適正化は一区切りを迎えまし
た。今後は議員活動の質的向上と報酬の整合性を継続的に検
証します。
今後の方針今後の方針
・「議員に求められる活動」の明確化・具体化を継続議論の

基盤とする
・議員活動の質的向上と報酬水準の整合性について引き続き

検証・評価を行う
・次回改定に向けた基準・根拠の整備を進める

・タブレット端末等の導入に向け、具体的
な機器・費用を含めた調査研究を開始

・電子採決・オンライン審議など議会シス
テムのデジタル化の実現可能性を検討

・議会モニター制度・広聴活動のオンライ
ン化を検討次回改定に向けた基準・根拠
の整備を進める

議会DX・ペーパーレス化の推進3Pickup

　議会活動の効率化と透明性向上のため、ペーパーレス化を
はじめとするDXを積極的に推進します。
今後の取組今後の取組 期待される効果期待される効果

・会議資料の迅速な共有・更新が可能に
・議会運営のコスト削減と環境負荷の低減
・住民がリアルタイムで議会に参加できる

環境の整備

議会改革特別委員会報告書についてはホームページで確認できます。

ホーム（くらし行政）＞議会＞委員会＞議会改革の取り組み

今後の方針今後の方針
・議会報告会・出前会議・各種団体との広聴機会を増やす
・ホームページで会議予定・議題・資料を積極的に公開
・（仮称）議会評価委員会・議会モニター制度の導入を検討
・中高校生との対話・授業活用で主権者教育に取り組む

・議員研修・先進地調査を積極的に実施し、
政策立案能力を向上

・行政執行部に対するチェック機能を強化
し、事業評価・政策提言の仕組みを整備

・議員提案条件（自立立案）に向けた研究・
体制整備を推進

調査・研究の方向性調査・研究の方向性 目指す議会像目指す議会像
・住民の声を政策に直結させる「開かれた

議会」
・行政を適切にチェックする「機能する議

会」
・自ら条例を提案できる「立法する議会」

これからも東伊豆町議会は町民に開かれた議会を目指し活動を行います。
より良い議会を目指す為、皆さんのご意見をお聞かせください。
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文教厚生常任委員会
文教厚生常任委員会  調査報告書を提出

中 学 校 の 先 行 統 合 等 を 提 言

報告書はコチラ

文教厚生常任委員会では町の学校統合に関する取り組みについて
調査を行うとともに、保護者へのアンケートを実施しました。ま
た、教育の充実に取り組む茨城県守谷市、保育園から一貫して英
語教育に取り組む茨城県境町への研修視察を行い、当町が抱える
現状の課題への対応について以下の提言を取りまとめました。

学校統合の進め方について

�　中学校の先行統合を行い、校舎整備等を
集中して行うことで、計画が目に見えて進
展する等の効果が期待できる。

日程の明確化と保護者、日程の明確化と保護者、
町民に対する説明を町民に対する説明を

　これまで学校統合に関しては統合までの
スケジュールが不明確であった。学校は子
供たちだけでなく地域の全員のものでもあ
るので、段階を進めるときは保護者・町民
にも説明する機会を設けること。

中学校の先行統合を中学校の先行統合を
進めること進めること

　駅までの送迎による保護者の負担、稲取
駅周辺の渋滞発生、片瀬白田駅の無人化に
よる安全性リスク等、電車の使用は安全で
確実とは言えない。またスクールバス運行
は保護者の強い要望でもある。

稲取地区も通学はスクールバスで稲取地区も通学はスクールバスで
対応すること対応すること

�　校舎をどうするかは大きな問題。耐用年
数に近づいている現施設の活用は経費を抑
えるメリットもあるが、新しい機能等に対
応できない等のデメリットもある。規模の
大幅縮小も見込まれることから、透明性の
ある比較検討を行い開示することを求め
る。

新設か既存施設の活用か新設か既存施設の活用か
透明性のある比較検討を透明性のある比較検討を

　学校行事の際は、町内全域から保護者が
自動車で学校に来ることになるので、運動
場の一部解放では対応できない。災害時の
活用も勘案して駐車場の確保整備を行うこ
と。

適正な規模の駐車スペースの適正な規模の駐車スペースの
確保を確保を

�　町は幼小中高一校一貫的教育を掲げてい
るが、取り組みの内容など明らかになって
いない。高校の整備は基本設計に入れない
で進めること。一貫的教育の内容について
は、県の方針を確認して対応すること。

幼小中高一校一貫的教育に幼小中高一校一貫的教育に
ついてついて

新たな学校に期待すること
教員の働き方改革と教員の働き方改革と

教育の充実に取り組むこと教育の充実に取り組むこと

�①　週25コマ授業での学校運営�①　週25コマ授業での学校運営
通学が全町に及び、スクールバスからの通学が全町に及び、スクールバスからの
徒歩での帰宅など考慮すると、１日５時徒歩での帰宅など考慮すると、１日５時
間授業が必要と考える。

②　理科・図工・音楽等教科専任教諭の配②　理科・図工・音楽等教科専任教諭の配
置置
担任の先生の負担を軽減し、授業に集中担任の先生の負担を軽減し、授業に集中
することで、よりよい授業の実現を目指することで、よりよい授業の実現を目指
す。す。

　英語教育を幼・小中学校における学校教
育の中心的課題に位置づけ行うこと。

�　不登校や発達に特性のある児童生徒、障
がい児等、多様な児童生徒の教育に配慮し
た施設整備を行うこと。

　毎日おいしい給食を提供している学校給
食センターも建設から 25 年を迎え、老朽
化がすすんでいる。また搬送経費も課題と
なる。自校方式で温かくおいしい給食を提
供すること、給食提供のあり方、食堂・食
器なども検討すること。

英語教育を 英語教育を 
教育の中心的課題に教育の中心的課題に

多様な児童生徒の教育に配慮 多様な児童生徒の教育に配慮 
した施設整備をした施設整備を

自校方式の自校方式の
給食センター併設を給食センター併設を

地域に根ざした運営の地域に根ざした運営の
あり方を検討し確立することあり方を検討し確立すること

ご意見は
こちらから

　議会ではこれからもよりよい教育環境の整備に向け、引き続　議会ではこれからもよりよい教育環境の整備に向け、引き続
き調査を重ねていきます。皆さんのお声も参考にさせていただき調査を重ねていきます。皆さんのお声も参考にさせていただ
きますので、「こんな学校だったらいいな」「こんなことができきますので、「こんな学校だったらいいな」「こんなことができ
たらいいかも」など、お気軽にご意見をお寄せください。たらいいかも」など、お気軽にご意見をお寄せください。
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一昨年から始まった移動支援事業（運営：社会福祉協
議会）は、介護状況でない高齢者を自宅からお店など
に行くのを車で送迎支援する事業です。今回は運転手
の一人である峰岸勉さんに話を伺いました。

ひ
が
し
い
ず

議
会
だ
よ
り

令
和
８
年
７
月
20
日
発
行

【
発　

行
】

【
責
任
者
】

【
住　

所
】

東
伊
豆
町
議
会

議
長　

栗
原
京
子

〒
４
１
３
︱

０
４
１
１

【
編
集
】　

議
会
広
報
編
集
委
員
会

【
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
】 

０
５
５
７
（
９
５
）
６
３
０
７

静
岡
県
賀
茂
郡
東
伊
豆
町
稲
取
３
３
５
４
番
地

議会広報編集委員会

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

稲
葉
義
仁

笠
井
政
明

山
田
豪
彦

楠
山
節
雄

栗
原
京
子

山
田
直
志

編集後記   
   

▽
６
月
は
岩
井
町
政

▽
６
月
は
岩
井
町
政

２
期
目
最
初
の
議
会
。
選

２
期
目
最
初
の
議
会
。
選

挙
・
政
治
姿
勢
へ
の
質
問

挙
・
政
治
姿
勢
へ
の
質
問

に
は
丁
寧
な
答
弁
だ
っ
た

に
は
丁
寧
な
答
弁
だ
っ
た
。。

こ
れ
か
ら
は
言
葉
で
は
な

こ
れ
か
ら
は
言
葉
で
は
な

く
町
長
の
姿
勢
、
行
動
が
問
わ

く
町
長
の
姿
勢
、
行
動
が
問
わ

れ
、
町
民
・
職
員
は
そ
れ
を
見

れ
、
町
民
・
職
員
は
そ
れ
を
見

て
い
る
。
▽
議
会
に
大
き
な
動

て
い
る
。
▽
議
会
に
大
き
な
動

き
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
学
校
統

き
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
学
校
統

合
に
関
す
る
提
言
で
、
統
合
後

合
に
関
す
る
提
言
で
、
統
合
後

の
学
校
教
育
に
も
踏
み
込
ん
で

の
学
校
教
育
に
も
踏
み
込
ん
で

い
る
。
も
う
一
つ
は
近
年
目
立

い
る
。
も
う
一
つ
は
近
年
目
立

つ
職
員
の
大
量
退
職
に
つ
い
て

つ
職
員
の
大
量
退
職
に
つ
い
て
。。

働
き
方
の
変
化
も
あ
る
だ
ろ
う

働
き
方
の
変
化
も
あ
る
だ
ろ
う

が
そ
れ
で
も
多
い
。
委
員
会
の

が
そ
れ
で
も
多
い
。
委
員
会
の

所
管
事
務
調
査
を
行
う
こ
と
を

所
管
事
務
調
査
を
行
う
こ
と
を

決
め
た
。
▽
議
員
定
数
は

決
め
た
。
▽
議
員
定
数
は
1212
人人

の
ま
ま
と
す
る
こ
と
も
確
認
し

の
ま
ま
と
す
る
こ
と
も
確
認
し

た
。
２
人
欠
員
と
な
っ
て
い
る

た
。
２
人
欠
員
と
な
っ
て
い
る

議
会
は
一
般
質
問
も
少
な
く
寂

議
会
は
一
般
質
問
も
少
な
く
寂

し
い
限
り
だ
っ
た
。

し
い
限
り
だ
っ
た
。（

山
田
直
）

（
山
田
直
）

運転手募集中！

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
研
修

へ
行
き
ま
せ
ん
か
と
い
う
チ

ラ
シ
を
見
た
の
が
そ
も
そ
も

の
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
時

は
、
移
動
支
援
事
業
は
ま
だ

始
ま
っ
て
お
ら
ず
、「
こ
れ

か
ら
始
め
る
の
で
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
人
は
い
ま
せ
ん

か
」
と
い
う
こ
と
で
、
研
修

費
も
負
担
し
て
い
た
だ
け
た

の
で
軽
い
気
持
ち
で
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

移動支援に携わる峰岸勉さん

︱
移
動
支
援
の
運
転
手
を
始

め
る
き
っ
か
け
は
。

ドアツードアで送迎します

︱
高
齢
者
の
方
々
の
反
応
は

高
齢
者
の
方
々
の
反
応
は

ど
う
で
す
か
。

ど
う
で
す
か
。

　
反
応
は
と
て
も
い
い
で

す
。
正
直
い
っ
て
自
分
で
も

や
っ
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。 

利
用
者
は
料
金

も
必
要
と
な
り
ま
す
が
、「
こ

ん
な
も
ん
で
い
い
の
（
10
分

１
０
０
円
）」
な
ん
て
言
わ

れ
、
か
え
っ
て
こ
ち
ら
が
恐

縮
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で

す
。
や
は
り
お
互
い
が
助
け

あ
う
の
は
、
向
こ
う
も
気
分

が
い
い
し
、
こ
ち
ら
も
気
持

ち
が
い
い
も
の
で
す
。

　
ま
ず
は
宣
伝
と
い
う
か
、

Ｐ
Ｒ
を
今
ま
で
以
上
に
強
化

す
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
協

力
し
た
い
と
い
う
人
は
き
っ

︱
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
運

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
運

転
手
不
足
と
い
う
問
題
も
あ

転
手
不
足
と
い
う
問
題
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
点
ど
ん
な

り
ま
す
が
、
そ
の
点
ど
ん
な

風
に
感
じ
て
ま
す
か
。

風
に
感
じ
て
ま
す
か
。

　
正
直
、
自
分
も
い
つ
そ
う

い
う
立
場
に
な
る
か
分
か
ら

な
い
か
ら
、
自
分
が
で
き
る

う
ち
は
協
力
し
て
い
き
た
い

と
い
う
の
が
本
音
で
す
。

　
地
方
は
や
は
り
こ
う
い
う

こ
と
、
町
に
助
け
て
も
ら
う

ば
か
り
で
は
な
く
、
お
互
い

が
助
け
合
う
こ
と
を
や
っ
て

い
か
な
い
と
、
地
域
が
成
り

立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。

︱
先
々
の
こ
と
を
考
え
る
と

我
々
に
と
っ
て
も
必
要
な
事

業
で
す
よ
ね
。

︱
大
切
な
考
え
方
で
す
ね
。

と
い
る
と
思
い
ま
す
。
年
齢

は
高
く
て
も
人
の
役
に
立
ち

た
い
、
ま
た
そ
れ
だ
け
の
力

の
あ
る
人
は
ま
だ
ま
だ
い
る

の
で
は
。
逆
に
応
援
を
頼
み

た
い
人
も
、
相
当
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。


